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東日本大震災発生からはや6ヶ月が過ぎ、本稿が印
刷される頃には7ヶ月目に突入していよう。新聞やテ
レビ等で東北の各地の漁港で魚の水揚げが再開された
との報道がなされてきたこともあり、筆者にも、多く
の方々から、「東日本大震災後の水産復興は進んでき
ているのでしょう？」と問われる機会が増えてきた。
しかし、残念ながら、そう順調に進んでいないのが現
実だ。
大震災後 6ヶ
月の宮城県気仙
沼市では、瓦礫
こそ大分整理さ
れてはきたもの
の、漁港の岸壁
は大きく地盤沈
下しており、漁
港の水揚げ場は
一部の応急嵩上
げされた箇所を
除き海水が床を
洗い、隣接地
の岸壁は破壊さ
れ、土砂が露出
して洗掘されて
いるところまで
あった。そんな波の寄せる壊れた岸壁の上で釣竿をた
らしている男の後姿があった。普段なら何げない長閑
な風景のはずなのだが・・・。水産加工地区に至って
は破壊された建屋は手付かずで、辺りの道路は海水混
じりの砂利道で車の通行もままならないままであっ
た。では、何がこれを阻んでいるのか。政治の無策、
政争への明け暮れ、補正予算の遅れ。挙げるべき理由
には事欠かない。

まず、今回の大震災からの復旧 ･復興が遅れてい
ることで何が起きているかを見ていきたい。震災が起
こった3月は養殖ワカメの水揚げ直前であったが、養
殖施設や漁船はほぼ全て流失した。養殖ギンザケも出
荷直前に生簀網が損壊し、魚は逃げてしまった。6月
からは、カツオが北上してきて東北沖に漁場が形成さ
れてきたものの、漁港の水揚げ場の本格復旧もままな
らない中での市場再開となったため、本格的な大量水
揚げが不可能な中、本年は悪いことに不漁年とが重な
り、水揚げ金額も大幅減少のままだ。このあと 10月
になるとサンマが北海道沖から南下回遊して東北の港
への水揚げのピークを迎えるはずだが、東北の各港は
製氷工場、冷凍工場も加工工場も破壊されたまま復旧
はほとんど進んでいない。生鮮流通が3～ 4割に対し
加工のシェアが6～ 7割と大きいサンマだが、加工が
出来ない状況下では、魚市場で買い手がつかず、東北
各漁港への水揚げ量が大幅に減少しそうである。この
あと、さらにアキサケの来遊を控えているのだ。
漁業は自然からの恵みのいただきで成りたつ産業で
ある。そのため季節や漁期を逸すると、また翌年まで
漁獲や収穫が出来ず、無収入のまま過ごさなければな
らなくなる。復旧･復興の責任を有する政治家、役所
も漁業という産業の実態に合わせて、復旧･復興を進
めて欲しいというのが地元関係者の切なる願いなのだ。
今回の大震災直後に内閣が、即座に激甚災害の指定
を閣議決定したときには、通常その指定まで時間がか
かることから、その早さに一瞬驚き、速やかな復旧対
応がされると期待した。しかし、そう期待通りには行っ
ていない。今回の地震は歴史的な大震災であり、国は
復興構想会議を立ち上げたが、提言が出されたのは大
震災から 106日後の 6月 25日だった。この間、宮城
県知事の掲げる水産業復興特区構想で、漁業者グルー
プと県知事とが対立する騒ぎが起こった。同構想は大
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震災を期に民間資本の導入を進めて収益性の高い漁業
を構築すべき好機としようとしたものの、震災で再起
の意欲を無くしかけている漁業者が多くなった中で、
大震災で被った傷の癒えない漁業者の漁業権まで喪失
しかねないと受け取った漁業者側が反発し、感情のも
つれが生じて問題を困難化した。
また、津波からの防災のための高台移転等もめざし
た災害に強い街つくりの観点から復旧復興計画を策定
するための措置として、建築基準法の建築制限がかけ
られた。この制限の仕方で、宮城県と岩手県では対応
が異なった。特に宮城県は、同法 84条 ( 被災市街地
における建築制限 )により都市計画又は土地区画整理
法による土地区画整理事業のため被災市街地の一切の
建築を制限する方途をとった。こちらの方が理想的な
復興計画を目指しているようにみえる。そのことが、
市町村の復旧の動きを抑え、現在も続いている制限解
除までの期間（まず一ヶ月間。さらに一ヶ月の延長可。
今回の大震災の特別法により最大8ヶ月延長可となっ
た )、建物の復旧や建築を凍結させる要因となった。
他方、岩手県は同法39条 (災害危険区域指定 )により、
災害危険区域を市町村長の裁量により指定できるよう
にした。事実、釜石市では「災害危険区域の指定は必
要ない」と決定した。そのため、比較的力のある水産
加工業者の中には、建築制限基準の緩やかな又は制限
のかかっていない岩手県へ宮城県から水産加工場を移

転する動きも出てきている。水産業は、海との接点で
成り立っており、海とのつながりを切り離すことが出
来ないのも事実である。危険性があっても岸壁隣接で
建設せねばならない製氷施設や加工場というものもあ
る。そういう必須の施設を見極めた、早急な青写真と、
建築制限の早急な解除が必要ではないか。早くに建築
制限にかかる権限を地元に下ろしたところと、基本的
に県知事が決定するところの今後の復興の相違がどう
出てくるのかを慎重に見極めていかなければならない。
今回の大震災は、都市型の災害ではなく沿岸の漁
村や水産の街の震災であり、被災が即ち住宅の喪失と
ともに生業、雇用の喪失でもあることからも、生業と
雇用こそが最も求められる。今回、水産復興の観点に
立てば、水産業は漁業だけでなく、水産加工業 (両者
による全国の就業者数はほぼ同数で、宮城県では特に
加工のほうが 1.4 倍多い )が一体となったのが現代の
水産業である。阪神淡路大震災で被災者生活再建支援
法が成立し個人財産への支援がおこなわれるようにな
り、それに地震保険普及をもたらしたが、特に水産加
工業で、自力で復旧するには全て何もかも失ったとこ
ろも多い。今回の大震災では、そのようなところも含
めた新たな何らかの災害補償の制度に関する立法、補
助の仕組み・融資などを打ち出すことが必須であると
考える。

１．震災当日の状況
2011 年３月 11日午後２時 46分、東日本大震災が
発生、アクアマリンふくしまがあるいわき市は震度６
強の揺れを記録しました。その当時、館内には150人
のお客様と80名のスタッフがいました。
ほどなくして、大津波警報が発令されたため、館内
のお客様を急いで当館のある埠頭から内陸側に避難さ
せました。無事、お客様の避難を見届けると、津波が
すでに当館が建っている埠頭岸壁を越えようとしてい
ました。余震の続く中、津波の高さが徐々に大きくな
り、館内の高所に避難していた我々は津波の恐怖を目
の辺りにしました。自分たちの車が流され、水族館に
津波が流れ込んでくる様子が見てとれました。日が暮
れて津波が収まった午後７時すぎ、残ったスタッフを
自宅に帰させようと準備していた矢先のことでした。
津波の最大波が当館を襲いました。もう 10分早く行
動していた
ら、我々はそ
の津波に飲み
込まれていた
でしょう。
このような
状 態ではス
タッフを自宅
に帰すこと
も危険と判断

し、水族館で夜が明けるまで待機することにしました。
津波によって館内は停電、空調機器も止まっていまし
たが、幸い、小さな発電機を動かすことが出来たので、
照明とラジオは使用することが出来ました。寒い夜が
明け、避難していた水族館から外に出ると、流された
自分たちの車が無残な姿で転がっていました。

２．被害状況と飼育生物の緊急避難
当館は津波によって甚大な被害を受けました。地下
施設、および一階部分が浸水してしまい、電気系統の
施設が壊滅してしまいました。そのため、飼育生物の
生命維持に必要なブロワー（酸素）、ろ過循環、水温
維持ができなくなりました。震災後しばらくは非常用
発電機を使い、一部の機械を復旧し生物の生命を維持
していましたが、震災後１週間が過ぎる頃には燃料の
重油も底をつきかけていました。その当時いわき市も、
極度の食料やガソリン等の燃料の不足に見舞われてい
ました。非常用発電機の重油は病院などでも使われて
おり、水族館のために燃料を回して下さいとは、とて
もいえる状況ではありませんでした。これ以上、当館
で飼育生物の生命維持ができないと判断し、他の水族
館や動物園に動物たちの緊急避難を要請しました。そ
の呼びかけに真っ先に応じてくださったのが鴨川シー
ワールドでした。原発事故直後の３月 16日、津波で
流され動物の移動に使える車両が一台もない当館の事
情を酌み取って頂き、千葉県からいわき市までトラッ
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クを手配してく
ださいました。
最後の燃料を
使ってセイウチ
やアザラシなど
の大型の海獣類
を避難させるた
めのクレーンを
動かし、何とか

動物たちは避難させることができました。翌日、非常
用発電機が止まり、魚たちは徐々に死んでいきました。
死んだ魚を放置してしまうと腐敗し水質が悪くな
り、生き残った魚までも死んでしまいます。飼育担当
職員は停電のため照明もない水槽で懐中電灯を口にく
わえながら、死んだ魚を回収していました。目の前で
10年以上飼育していた魚たちが、なすすべもなく死ん
でいく姿を見るのは長年、飼育に携わってきた人間と
しては辛いものがありました。
そんな、つらい気持ちを救ってくれたのが普段はラ
イバルでもある他の水族館でした。３月 29日には葛
西水族園がギンザメやオウムガイなどの冷水性の海水
魚を引き取りに来てくれました。４月１日には新潟市
水族館マリンピア日本海がチョウザメやオーストラリ
ア肺魚など約 20種 150個体以上の生物の避難を引き
受けてくださいました。避難できた魚たちは幸運でし
たが、震災前には 750種 20万個体いた生物の９割を
失ってしまいました。

３．復興までの道のり
復興への道は簡単なものではありませんでした。３
月 12日、福島第一原子力発電所 1号機が爆発し、14
日には３号機も爆発しました。原発事故の影響でいわ
き市内の物流が止まり、食料やガソリンなどの燃料が
不足する最中に、復興のための重機を運び込んでくれ
る業者はいませんでした。その当時、頼れるのは人力
のみでした。
まずは館外の瓦礫の撤去から始めました。津波に
よって剥がされた敷石をどけ、液状化で地表に吹き出
た泥を人力で取り除きました。何時終わるともしれな
い瓦礫や泥の除去作業を続ける中、４月１日には館内
照明が、同月 21日には水道が一部復帰し、それまで
できなかった水槽の洗浄作業を始めることができまし
た。ただ、下水管の損傷が激しく、大きな水槽の水を
抜くことができたのは震災から２ヶ月以上経ってから

でした。６月中
旬に海水の取水
施設が復旧し、
水槽に海水を溜
めることができ
るようになると
他の動物園や水
族館に避難して
いた動物たちが
続々と帰ってきました。それと同時に展示するための
魚の採集が本格的に始まりました。他の水族館からも
たくさんの魚を寄贈して頂き、徐々に震災前と同じ風
景が戻ってきました。様々な人々の支援を受け、開館
11周年にあたる７月15日に再オープンをすることが
できました。

４．野生動植物への放射線の影響
東京電力福島第一原子力発電所の事故は放射能汚染
を日本各地に引き起こしました。主に放射性ヨウ素、
放射性セシウムといった放射性物質が福島県内外に飛
び散り、さらに風に乗って遠方の地域まで広がりまし
た。放出された放射性物質は雨によって河川に集まり、
そして海に流れ出しています。その一部は河川や海底
の底土として残留し、規制値を越える値を示す地点も
見られます。アクアマリンふくしまではその放射性物
質による環境汚染が野生動植物にどのような影響を与
えるのか、今後、継続的に調査することを決定しまし
た。アクアマリンふくしまは開館以来、福島県内の河
川・海洋の生物調査を継続して行っています。事故以
前の動植物のデータを多く持っている利点を十分に生
かし、今後の調査に役立てていきたいと考えています。
また、放射線に対する人々の不安や疑問に答えるた
めに、館内にて放射線問題の展示を行っています。目
に見えない放射線を理解し、いたずらに不安にならず
にすむよう、情報開示を行っていきます。

５．最後に…
アクアマリンふくしまは日本中、世界中から多大
なご支援、ご声援をいただき、再オープンをするこ
とができました。この場をお借りし、心より御礼を
申しあげます。アクアマリンふくしまは、Inspiring�
Aquarium（行動する水族館）として、人々を鼓舞し、
勇気づける水族館として、日本中に、世界中にメッセー
ジを発信しつづけたいと思います。

第６回COASTAL�STRUCTURES（CSt2011）が、
９月６～８日に横浜市開港記念会館で開催されまし
た。COASTAL�STRUCTURES は海岸構造物に関
する国際会議として４年に１度開催されており、前回
（2007）はイタリアのベネチアで行われています。今
回の会議は、米国土木学会海岸・港湾・河川協会とわ
が国の土木学会海洋開発委員会・海岸工学委員会の共

催で開催され、日、米、欧、アジアなど世界各国から
約230名の研究者・技術者の参加がありました。�
今回の会議の主要テーマは、「気候変動下におけ
る沿岸防災と海洋利用」であり、オープニングセレ
モニーに続いて、東京大学磯部教授による「Impact�
of� Global�Warming� on�Coastal� Structures� and�
Adaptation�Strategy」とノルウェー大使館Christer�
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万葉集の詠み人知らずの歌／あしひきの山道は行
かむ��風吹けば��波の塞ふる��海道は行かじ／行く手
を塞ぐ風と波が怖いから海道はやめて山道を行こう、
と歌っている。今回の震災により自然の怖さをあら
ためて知ることになった。同時に日本人の助け合う
心と冷静な姿が世界から称賛されたことも忘れずに
いたい。ライバルに手を差し伸べた水族館のあった
こと、水産復興のために新たな施策を訴える学者の
いること、併せて心に刻んでおきたい。（福）

今年のOCEANS’11国際会議が2011年９月下旬に
ハワイのコナで開催された。今年は、日本での３.11
東日本大震災の影響で延期になっていたUT/SSC’11
（Underwater�Technology/International�Workshop�
on�Scientific�Use�of�Submarine�Cables�and�Related�
Technologies）が、特別なご配慮によりOCEANS’11
の Special�Trackとして組み入れられ、大変に盛りだ
くさんのプログラムとなった。例年、公式会期の前の
月曜に別料金のチュートリアルがあるが、今年はその
他に３つのワークショップが開催され、その一つに津
波検知システムもあって、公式開催前日の月曜だけで
250－300名の受付があったようだ。トータルの参加者
数はまだ公式発表がないが、約1,200 名程度と推定さ
れている。
翌19日（月）の会期公式スタートの午前は、例年同�

様に参加者が一堂に会するかたちで、州知事のメッ
セージ、Kona市長による力のこもった歓迎挨拶、主
催者の IEEE/OESおよびMTS両会長の挨拶のあと、
プレナリー ･セッションに移った。基調講演の講師
は、米国地質調査所（USGS）所長のMarcia�McNutt
博士、BP�Gulf�Coast�Restoration�Organization�COO
のMichael�J.�Utsler 氏、ワシントン大学の Eddie�
Bernard 博士で、それぞれ非常に興味深い講演をし
た。続いて午後からテクニカル・セッションに分かれ
ていったのだが、何と部屋数が 12、22日（木）まで
の３日間で計114のセッションが組まれていた。その
中で、UT関係セッションは３日間で 16セッション
含まれていた。事前の発表申し込みはUT分も含めて

約700編といわれ、実際には約370編（日本からは約
35編）の発表があった。展示会の方は、約90の企業・
団体等の公式出展を含め計約120。日本からは JFEア
ドバンテック社が例年同様に、そして日油技研工業が
初めて出展した。
なお、今年の IEEE/OESおよびMTSそれぞれの
アウォード・ランチョンでは日本関係の受賞はなかっ
たものの、上記の延期されたUT/SSCの開催に貢献
したとして、東大の浦環教授と同杉松治美特任研究員
が IEEE/OESから賞を受けた。また、学生のポスター
セッションでは、20編のなかから東大生産技術研究

所院生の松田匠
たく

未
み

氏
が２位に選ばれ、中
日の夕方恒例のGala�
Dinner（今年はハワ
イ風にLuau）約 850
人参加のなかで、壇
上で賞状等を授与さ
れた。
このほか、NELHA

（ハワイ自然エネル
ギー研究機構）の見
学会も組まれ、充実
した内容だったとい
えよう。

Lund 氏 に よ る「Energy�from�wind�and�ocean� -�
markets�and�technologies」と題した基調講演が行わ
れました。その後、高潮防災、津波防災、海岸侵食対
策、海洋レクリエーション、海洋開発、海洋エネルギー、
沿岸環境問題、波・地盤・構造物の相互作用、地盤設計、
維持管理、数値シミュレーション、海岸構造物に関す
る事業等について最先端の研究成果や技術開発の事例
が発表され、活発な議論が交わされました。約130編
の論文発表のほか、海岸・港湾構造物の歴史をテーマ
としたポスターセッションも行われました。
なお、本会議の事前イベントとして、前日の９月5
日には同所において「第８回国際沿岸防災ワークショ
ップ　～レベル２津波災害からの復旧・復興～」も開

催されました。また、９日にはテクニカルツアーとし
て東京港および港湾空港技術研究所の見学会が、さら
に、９～10日�にはポストコンファレンスツアーとし
て東日本大震災
による津波の被
災地の視察も行
われました。第
７回の会議は、
2015 年 にアメ
リカでの開催が
予定されていま
す。

OCEANS’11 Kona（2011.9.19−22）の概要報告
テクノオーシャン・ネットワーク 理事／MTS日本支部 セクレタリ 中

なか

原
はら
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オープニングセレモニーの様子

プレナリー・セッションの様子（上）・受章の
盾を手にする浦教授と杉松特任研究員（下）
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